
高 3数学C スタンダード演習 (20)

1. AB=ACである二等辺三角形 ABCを考える。辺 ABの中点をMとし、

辺ABを延長した直線上に点Nを、AN : NB = 2 : 1となるようにとる。この

とき、∠BCM= ∠BCNとなることを示せ。ただし、点Nは辺AB上にはない

ものとする。



2. 正三角形ABCの内部に、次の条件を満たす 3点 P,Q,Rがある。

∠CBP= ∠PBR= ∠RBA= ∠BAR
= ∠RAQ= ∠QAC= ∠ACQ= ∠QCP

(1) PR=RQ=QP を証明せよ。

(2) RQ//BC を証明せよ。

3. 三角形 ABCは、AB= 5 ,AC= 6 ,BC= 7を満たすとする。辺 AB上

に点P をとり、AP= tとおく (0 < t < 5)。また、辺ACのC側への延長上に

点Qを、三角形 ABCの面積と三角形 APQの面積が等しくなるようにとり、

BCと PQの交点をMとする。BMの長さ及びAQの長さを tで表せ。
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